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修正箇所 誤 正 

4頁 30行目 例題２６の③を復習しましょう。 例題２６の⑤を復習しましょう。 
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23～24行目  
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129頁 1行目 次に、図11.2(g)より、 次に、図11.2(i)より、 

135頁  

22～23行目  
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140頁 12行目 が不足した構造物を不静定構造物と呼び が不足した構造物を不安定構造物と呼び 

142頁  

図13.5(b) 
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148頁 図14.10 
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修正箇所 誤 正 

163頁 図16.9   

176頁  

図16.30(d) 

  

176頁  

図16.30(f) 

  

206頁 下から4

行目～最下行 

計算の際を仮定する… 

…たわみの方向を絶対値で答えても良い。 

計算の際は仮定する… 

…たわみの値を絶対値で答えても良い。 

216頁  

式(19.39-c) 

  

218頁 8行目 19.13(d)に示すようになる。 19.13(b)に示すようになる。 

218頁 17行目 図19.13(e)のA点における… 図19.13(d)のA点における… 
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